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いよいよ子ども達が楽しみにしていた３７日間の長い夏休みが始まります。１学期間、子ども達を温かく優しく見

守り、教育活動を支えていただきましてありがとうございました。 

夏休みには、ご家族のふれあいや地域での体験活動など、様々なことを計画されていることと思います。この機会

に、規則正しい生活習慣づくり（早寝・早起き・朝ごはん、夜９時までに寝る・９時間以上寝る・朝９時～学習がで

きる状態にする・・・など）や自主学習の習慣づくり（計画を立ててする・涼しい午前中にする等）を身に付けるこ

とができるよう保護者の皆様のご協力をお願い致します。生活習慣の乱れは、子どもの学力・体力・気力に大きな影

響を与えます。また、肥満・早期の老化・認知能力の低下など子どもの生活習慣病になりやすいと言われています。 

また、北九州市教育委員会では、「夏休み読書カード」を配布し、読書習慣を身に付けるという、事業を実施してい

ます。どうぞ、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６月 23 日「沖縄慰霊の日」に、なかよし委員会の児童が『真っ黒なお弁当』の絵本の読み聞かせをしてくれました。

そして、学級での平和学習をした後、全校児童が平和への願いを込めて、一つ一つ丁寧に鶴を折ったりメッセージカ

ードを作ったりしました。この折鶴は、６年生が、修学旅行で行く長崎の平和公園で「平和集会」を行い、折り鶴に

込められた「東朽網小学校のみんなの平和への願いと誓い」を捧げてきます。 

（２学期に平和集会を行い、修学旅行で学んだことを報告する予定です） 

この学習で、戦争の悲惨な事実（人の痛み、苦しみ、悲しみ、家族 

の絆など）・原爆の恐怖を知ることにより、平和の大切さと生命の尊 

さを実感し、一人一人の小さな力でも、みんなで力を合わせれば、平 

和な世界を創ることができることを学びました。 
 
 
 

  

「曽根干潟の環境を守る会」の髙橋先生に案内していただき、カブトガ

ニの産卵の様子を観察しました。カブトガニのメスとオスがつがいにな

って、６～８月の大潮の頃、満潮時間に海岸へ産卵にやって来るそうで

す。子ども達が干潟に着くと、水面に浮かび上がってきて、産卵し始め

ました。実際に、産卵をしている姿を観察することができ、子どもたち

は歓声を上げて喜んでいました。 

 髙橋先生からは、「カブトガニは、干潟の砂 

地で産卵することや、カブトガニの産卵は、 

曽根干潟の砂地が全国で一番が多いこと。」そ 

して、「カブトガニの体のつくり」などを、わ 

かりやすく教えていただきました。あらためて、 

曽根干潟の自然の豊かさの素晴らしさに気付き、 

干潟を守るボランティアの方々への感謝の気持 

ちをもつことができました。 

８ 
                  
月 

26 月 ２学期始業式 11:30頃下校 

27 火 給食開始 

30 金 ５，６年生 委員会活動 

９ 
                  
月 

４ 水 ５，６年生 陶芸教室 

６ 金 ４～６年生 クラブ活動 

11 水 ４年生 消防士体験学習 

13 金 

学習参観 14:00～ 
１～４年生：学級懇談会 
５年生：自然教室説明会 
６年生：修学旅行説明会 

18 水 ４年生 環境ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ 

20 金 
クリーンアップ東朽網 
４～６年生 代表委員会 

25 水 ６年生 被爆体験講話 

26（木）～27（金）５年生 自然教室 

27 金 ４，６年生 クラブ活動 

―こんな子どもたちに育てたい― 

自分が好き・友達が好き・先生が好き・学校が好き 

○ やさしく、仲良く助け合う【いじめ０】（徳） 
豊かな心とたくましく生きる力をもつ子ども 

○ かしこく（知） 
進んで学び,よく聞き,深く考え,表現できる子ども 

○ たくましく（体） 
体力づくりに励み,健康でたくましい子ども 
 

学校教育目標 
 

徳・知・体の調和のとれた

人間性豊かな実践力のあ

る子どもの育成 

学校だより 

平和学習の取組 ６月～７月 

 

                             全校で頑張る３つのめあてについて  
① 気持ちの良い挨拶を自分から進んでする。 

 ⇒登校の時、校内で、笑顔いっぱいの挨拶が交わされるようになっています。地域の方からも、「子ども達の気持 

ちのよい挨拶に、元気をもらっています。」と、うれしいお話を伺いました。 

② 交通ルールやきまりを守って「自分の命は自分で守ろう！」 

⇒大きな事故や問題行動もなく、安全に過ごすことができました。 

  友達の心や体も傷つけない⇒ 「いじめ０（ゼロ）の東朽網小学校」をめざすことができました。 

③ やると決めたこと・やらなければいけないことは、自分から進んで行動しよう！ 

 ⇒全校で心と力を合わせて運動会を頑張りました。みんなで協力し充実した学校生活を送ることができました。 

８・９月行事予定 

裏面も読まれてください。 

５年生 自然豊かな東朽網の干潟  ７月４日（木） 
～カブトガニ（ハチガメ）の産卵観察～ 

夏休みの作品は、学習参観まで、各教室に

展示していますので、ご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

・
調
理
師
さ
ん
、
い
つ
も
私
た
ち
の
た
め
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え

て
給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
暑

く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・
調
理
師
さ
ん
、
い
つ
も
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
給
食
を
考
え
て
作
っ
て
く
だ
さ 

っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
調
理
師
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
給
食
を
食
べ 

て
元
気
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
母
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
私
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
た
り
、
家
か
ら
出
る
と
き
、
い
つ
も
見
送

っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、

何
で
も
聞
い
て
く
れ
て
い
つ
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
妹
の
世
話

や
家
事
を
手
伝
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
楽
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。 

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
優
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
電
話
で
相 

談
に
の
っ
て
く
れ
た
と
き
、
と
っ
て
も
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
た
ま
に
お
出 

か
け
に
い
く
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
迷
惑
を
か
け 

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
け
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
私
は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
楽

し
く
遊
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
で
き
る
か
ら
う
れ
し
い
で
す
。
け
ん
か
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
、
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
で
き
る
と
て
も
仲
の
よ
い
ク
ラ
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
は
、
い
い
人
た
ち
ば
か
り
で
、
私

は
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
迷
惑
を
か
け
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
よ
ろ
し
く
ね
。 

・
○
○
君
、
水
泳
で
泳
ぐ
と
き
に
、
ぼ
く
が
怖
が
っ
て
い
た
ら
、「
が
ん
ば 

れ
！
」
と
励
ま
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
か
げ
で
プ
ー
ル
の
端
ま
で
泳 

ぐ
こ
と
が
で
き
た
よ
。
そ
の
時
も
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。」
と
、
言
っ
て 

く
れ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
仲
よ
く
し
よ
う
ね
。
大
好
き
だ
よ
。 

・
先
生
、
い
つ
も
優
し
く
算
数
や
国
語
の
勉
強
の
説
明
を
し
て
く
れ
て
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、
先
生
み
た
い
に
優
し
く
な 

り
た
い
で
す
。
毎
日
大
変
な
の
に
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
た
り
、
早
く
起 

き
て
準
備
を
し
た
り
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

・
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
信
号
の
所
で
見
守
っ
て
く
れ

た
り
、
校
内
の
見
回
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。
ぼ
く
は
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
挨
拶
を
毎
日
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
僕
も
、
毎
日
返
す
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
も
っ
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

・曽根干潟には、自然がたくさんあって、いろいろな種類の鳥がいる豊かな海だと思いました。 

・曽根干潟の環境を守る会のみなさんが、野鳥や生き物が生活しやすいように工夫してくださっていることや、ごみ拾い

や掃除をしてくださっていることがわかりました。 

・曽根干潟は、自然がいっぱいで、日本でも数少ない豊かな海だと知りました。この自然と豊かな海を守るために、たく

さんの人が努力してくださっていることが分かりました。 

・曽根干潟には、絶滅危惧種と言われている生き物がたくさんいるそうです。その生き物を守るために、海からごみが流

れ着かないように竹でせき止める工夫をしているそうです。 

1,2年生 着衣水泳 7月 9日（火）※３年生以上は隔年実施予定  

大切な子ども達の命を守るために、ご家庭でも危険な遊びをしていないか？危険な所に行っていないか？ 

交通ルールや学校のきまりを守ることができているか？・・・など、ご指導をお願いします。 

新体力テスト個人別結果表 を、配付しました。この結果は、お子さんの体力の現状を知っていただくととも
に、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。また、運動習慣については、学校のみでなく、家庭で
運動を一緒に「する・みる・話す」ことが大切です。学校では、運動習慣の確立と授業の充実により、総合的に体
力の向上を目指しています。ご家庭でも運動習慣の確立への取組の充実をお願いします。 
※本調査により測定できるのは、体力・運動能力の特定の一部分です。ご理解ください。 

6年生 スクール救命士 7月 8日（月）  

 北九州市消防局では、少年期から 

「命の大切さ・共に助け合う心」を 

身に付けることができるようにと、 

小学校・中学校・高校と、段階的に応

急手当の講習会を実施しています。 

体の仕組みや 

救命についての 

お話を聞いた後、 

心肺蘇生法（心 

臓マッサージと 

人工呼吸）の実 

技練習を行いま 

した。「危機意識 

をもって取り組 

む姿が立派だ。」と褒められました。 

危険な川で遊んだり、水辺に近づいたりしないことが一番大切なので

すが、もし衣服をきたまま水に入り溺れそうになった場合を想定して実

施しました。 

① 着衣のまま水に落ちたときに、あわてない心構えをもつ。 

② 余分な体力を使わない泳ぎ方（浮き方）を知る。 

  ⇒ 救助を待つためには、浮いて待つのが一番。（ラッコ浮き） 

③ 衣服は、泳ぎの妨げになるが、体温の低下を防いだり、浮いて救助

を待ったりするときに有効。 

  ⇒「靴の重要性」人間は、足から沈む。溺水は、足から始まる。 

⇒それを防ぐのが「水に浮く靴」（たいていの運動靴は、水に浮きます） 

※ 自分で助けようとするのではなく大声で大人の救助を求めること 

※ 近くにペットボトルがあれば、少量の水を入れて、溺れている人の

近くに投げ入れてあげる。 

  ⇒受け取ったら、ペットボトルを上着の下にいれて、ぷっかりと 

浮いて助けを待つ。 


